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お問い合せ
　　片岡裕平／ 0866-95-8206
　　小橋武史／ 0866-95-8156

会　長　　板野忠司
副会長　　登森康郎、片岡裕平
事務局長　小橋武史

秦の郷秦の郷
はだ

さと

大野の桜並木

（天王日月銘三角縁四神四獣鏡）
＜秦上沼古墳出土品＞

さんかくぶちしんじゅうきょう

てんのうにちげつめいさんかくぶちししんしじゅうきょう

秦歴史遺産保存協議会

・4月初旬～中旬が見頃
・山桜も多く見応えあり

大野の里シャクナゲ園
・色とりどりのシャクナゲ
　4月20日頃が見頃

金子大池の桜並木

一丁𡉕古墳群（１号～３３号墳）

三角縁神獣鏡１号墳（岡山県史跡指定）

・金子池は昔、唐人池又は韓人
池と呼ばれ、今は訛って金子
池と称される。谷幅いっぱい
を一方堤によって遮断して造
られた古式のもので 86,000
ｋ㎡にも及ぶ。

・その東樋門から排出される流
水は不思議にも高きから低きへ流れる自然の摂理に乖離して山裾
づたいに 1.5ｋｍ北上する。のぼりみぞと呼ばれ、中・近世期に
も記録のない人工河道で疑う余地もなく、渡来集団秦氏の卓越し
た土木技術によるものと思われる。（葛原克人著　吉備考古論考
集より）

・池の堤防脇に麻佐岐神社遥拝所がある

①墳丘　　　前方後方墳

②規模　　　墳長　約70ｍ

③外表施設　葺石、埴輪

④主体部　　竪穴式石室

⑤時期　　　古墳時代前期前葉
　　（4世紀初頭）

いっちょうぐろ  こ   ふん ぐん

※当ガイドマップは一般社団法人 中国建設弘済会の
　ご支援により作成しました。

～古代吉備の国の先進地域＝秦へのご招待
　　　　　謎の秦氏と吉備王国、秦のロマンを求めて～
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至
正
木
山

至荒平山城跡（城山）

一丁𡉕古墳群一丁𡉕古墳群

茶臼嶽古墳茶臼嶽古墳

⑪⑪
⑩⑩
⑨⑨
⑧⑧
⑦⑦

⑥⑥
⑰⑰
⑯⑯

⑮⑮
⑭⑭

⑬⑬
⑫⑫

①①
②②
③③
⑤⑤

⑱⑱
⑲⑲

㉑㉑

㉒㉒

㉓㉓
㉕㉕

㉗㉗
㉙㉙

㉛㉛

㉔㉔
㉖㉖
㉘㉘

㉚㉚

3232 3333

⑳⑳

④④



　ま　さ　き　じんじゃ いわくら

いわくら

①麻佐岐神社（磐座）

いわだたみじんじゃ

②石畳神社（磐座）

①鎮座地　総社市秦4035番
②社　格　式内社　秦村社
③御祭神　磐座　大国主命
④創　建　不詳　吉備国最古
　　　　　（大正元年の木札あり、記載内容から判断すると377年頃）
⑤御神体　磐座
⑥祈　願　国家安泰、五穀豊穣、家内安全
⑦祭　日　毎年4月 第4日曜日

①鎮座地　総社市秦3995番
②社　格　式内社　秦村社
③御祭神　磐座　経津主神
④創　建　不詳
⑤御神体　高さ約60ｍの磐座
⑥祈　願　高梁川の安全
⑦祭　日　毎年7月 第1日曜日

ひめこそじんじゃ

④姫社神社

①鎮座地　総社市福谷1423番
②社　格　秦村社
③御祭神　比売語曽神（阿加流比売）
④創　建　不詳
⑤祭　日　毎年10月 第２日曜日

かな ご  せきとうづか  こ  ふん

⑤金子石塔塚古墳

①所在地　総社市秦873番
②墳　丘　円墳
③規　模　直径26ｍ
④主体部　横穴式石室（石室全長11.6m、玄室奥行5.5m、幅1.9m、　
　　　　　高さ2.4m）
⑤埋葬品　須恵器、馬具、武器、金銅製の亀甲文板片
⑥時　期　６世紀後半

はだ はら はい じ はだ はい じ

③秦原廃寺（秦廃寺）（岡山県史跡指定）

①所在地　総社市秦2328番9
②創　建　飛鳥時代（592～708年）
③伽　藍　南門、塔、金堂、講堂、他３つ計 7 つ

の建物が存在したものと考えられる。
④寺　域　東西一町、南北一町または一丁町半と

想定されている。

はだてんじんじゃ

⑥秦天神社

①鎮座地　総社市秦2297番
②社　格　秦村社
③御祭神　菅原道真公（845～903年）
④祈　願　学業成就、国家安泰、
  家内安全、五穀豊穣
⑤祭　日　毎年１０月 第3日曜日

すがわらのみちざねこう

おしかべごう

せのお   かねやす

 ま  かべごう

 にわ  せ   ごう  せの  お   ごう

  や　た　べ   ごう   み　わ   ごう   み　す   ごう

  か　も   ごう

はっとりごう

なつかわごうしょうないごう しょうごう

はだはちまんじんじゃ

⑦秦八幡神社

①鎮座地　総社市秦1616番
②社　格　秦村社
③御祭神　仲哀天皇、応神天皇、神功皇后
④祈　願　鎮護国家
⑤祭　日　毎年10月 第3日曜日

こん  ぴ  ら  じんじゃ

⑧金比羅神社

①所在地　総社市秦2289番
②創　建　江戸中期？
③御祭神　大物主神
④祈　願　交通安全、稲作豊穣、
  疫病厄除け
⑤祭　日　毎年元旦祭1月１日、
  春祭３月 第2日曜日

ふるかわ じ

⑨古川寺

①所在地　総社市秦2783番
②創　建　不詳
③本　尊　不動明王
④宗　派　天台宗本山派　修験道
⑤祈　願　国家安泰、五穀豊穣、皇室の安泰

あらひらやまじょうせき

⑩荒平山城跡

①所在地　総社市秦2785番27
②築　城　1429～1440年
③城　主　川西三郎左右衛門之秀
④落　城　天正3年（1575年）

たた い  せきじゅうに  か ごうようすい

⑪湛井堰十二ヶ郷用水

①十二ヶ郷用水の起源　平安時代初期

②改修工事　平安末期1182年妹尾兼康によって行われた。

③十二ヶ郷　刑部郷・真壁郷・矢田部郷・三輪郷・三須郷・服部郷・

　　　　　　庄内郷・加茂郷・庭瀬郷・撫川郷・庄郷・妹尾郷をいう。

秦原廃寺不動心

登り口

入り口

瓦窯跡

鳥居

境内全景

鳥居 城跡からの展望（東）

昭和 27年頃の湛井堰

土塀で造った砦跡（二丸）

八幡神社跡

御神体の最上部高さ約 60メートルの御神体の磐座

鳥居

秦原郷鉄造之
発祥の地

鳥居

鳥居

拝殿

 

御神体の磐座

おおくにぬしのみこと

ふ　 つ　ぬしのかみ

おお もの ぬしのかみ

ひ　 め　 こ　 そ　のかみ

ちゅうあい  てんのう おう じん  てんのう じん ぐう  こうごう

あ　  か　 る　  ひ　 め
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